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テラヘルツ(THz)領域の機器を産業応用の観点から THz 波検出器に対して、より高いダイナミ

ックレンジやより広い周波数帯域幅が求められている。一般的に、ダイナミックレンジの改善は

THz 波の放射強度を上げたり検出器の感度を改善したりすることで達成が可能である。例えば検

出器の感度改善の例として、Ilyakov らは電気光学サンプリング(EOS)による THz 波検出後のプロ

ーブ光に対してスペクトル領域でフィルタリングを行い、THz 波の検出情報を含まないプローブ

光の主成分を抑圧することで 2桁以上の検出感度増強に成功している。[1] そこで、我々は偏光

フィルタリングの手法を開発し、標準的な EOS 検出やヘテロダイン EOS 検出[2,3]に対してダイ

ナミックレンジ改善を行ってきた。[4] しかし、これまでの我々の実証実験では検出感度の増強

から推測される理論値通りのダイナミックレンジ改善が得られなかった。本研究では、ヘテロダ

イン EOS検出法に偏光フィルタリングを適用した系で、エミッタバイアス電圧依存性やノイズフ

ロアの観測により検出されるノイズの挙動を明らかにし、ダイナミックレンジついて考察する。 

偏光フィルタリングでは、プローブ光を検出する光検出器は強度を計測するため、プローブ光

に重畳する強度ノイズが直接、検出信号のノイズとなって計測されると共に、レーザー光の偏光

揺らぎに起因して偏光フィルタによって強度変化に変換されたノイズとして重畳される。これま

での報告で示された分光器[2,3]を用いて実際に電気系と光源系のノイズレベルを計測した結果、

光源レーザーの持つノイズがノイズフロアを決定していることが判明した。これらの結果を基に、

レーザー光源の安定度の向上に努めた結果、理論値よりも 0.5 桁ほど低いが 1 桁以上のダイナミ

ックレンジの改善に成功した。 
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